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１．はじめに 

 近年、「非認知能力」育成の重要性が学校現場におい

てもますます高くなっている。中央教育審議会初等中

等教育分科会では、「非認知能力」とは主に意欲・意志・

情動・社会性に関わる３つの要素（①自分の目標を目

指して粘り強く取り組む、②そのためにやり方を調整

し工夫する、③友達と同じ目標に向けて協力し合う。）

からなるもので、特に幼児期（満４歳から５歳）に顕

著な発達が見られ、学童期・思春期の発達を経て、教

育を通して育成可能性があるものとしている。このこ

とから、方法次第では思春期である中学生からでも非

認知能力を高めることができるのではないか、中学校

生活の中で大半を占める「教科指導（授業）」を通して

「非認知能力」を効果的に育成するためにはどうすれ

ば良いのか、と考えたことが本研究のきっかけである。 

２．中山芳一先生・徳留宏紀先生に学ぶ 

 非認知能力の育成を目指すうえで最大のポイントは、

自身が「非認知能力」をどのように理解し、どのよう

に実践の中に落とし込むかということであった。様々

な書籍やレポート、インターネット上の記事を読み重

ねる中で、最もすんなりと私の心に落ちたのは岡山大

学准教授である中山芳一が著した『家庭、学校、職場

で生かせる！自分と相手の非認知能力を伸ばすコツ』

に記された内容であった。中山は、非認知能力を大き

く３つの力（①自分と向き合う力、②自分を高める力、

③他者とつながる力）に分け、それぞれの力を分かり

やすく解説している。挙げていけば切りがないほど無

数に存在する非認知能力を３つに大別するという考え

方は、育成の軸がぶれることなく実践を進めていくう

えでの大きなヒントとなった。また、元中学校教諭で

ある徳留宏紀が中山との共同論文「教科学習の自立・

協働型学習における非認知能力向上のための試論 – 

理科教育実践に焦点を当てて - 」において示している、

「大別された３つの非認知能力のそれぞれ」を同様に

３つに分類した「授業で付けてほしい９つの非認知能

力」（①自制心、忍耐力、俯瞰力、②向上心、自尊心、

楽観性、③敬意・尊重、受容・共感、相互理解）を授

業始めに生徒に選択・意識させ、終わりに振り返りを

させることで学習時における動機づけ・意識づけ・メ

タ認知能力の向上につなげるという実践について、模

範として自身の実践にも取り入れていくこととした。 

３．「学校教育目標」及び「めざす生徒像」との関連 

 本校の学校教育目標は「心豊かでたくましい生徒の

育成」であり、めざす生徒像は「自立できる生徒（①

自分を大切にできる生徒、②人を大切にできる生徒、

③目標を持ち、夢に向かって進む生徒）」である。「心

豊かでたくましい生徒」という抽象的な表現を「めざ

す生徒像」と合わせて「非認知能力」の視点から見る

と、自分と向き合い、自分を高め、他者とつながる力

のある生徒と言い換えることができ、中山が大別した

３つの力と大きく関連していることが分かる。つまり、

これら３つの力を伸ばしていくことが学校教育目標の

達成につながっていることもここで確認しておきたい。 

４．「非認知能力の高さ」と「進学先」との関連 

 昨年度に授業（英語）を担当した３年生約１００名

には定期的に非認知能力についての自己評価をさせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎回の授業で意識・評価をしてきた「３つの力・９つ 

の項目」の積み重ねとして、これまで項目別に意識を 

力 項目 ５段階評価

 すぐに楽な方に逃げてしまうので、自分にあまり自信が持てなかったり、前向きにとらえることが

 できなかったりするので、自分を高める力が低いです。今後は意識して改善していきたいです。
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 他者とつながる力は意識できていると思う。勉強は苦手だが、他の人に迷惑をかけないことは

◎自己評価が高い項目について、なぜそのような結果となったのか、具体的に振り返りを記入しましょう。

◎自己評価が低い項目について、なぜそのような結果となったのか、具体的に振り返りを記入しましょう。

 意識しているし、自分は嫌なことからすぐに逃げてしまうので、向上心を多く意識してみました。
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　★今日の振り返りを非認知能力の視点から具体的に記入しましょう。（何ができて、何ができなかったのか）

協調性

共感性

社交性 Poor

/
自制心

忍耐力

俯瞰力

向上心

自尊心

楽観性

意識する力 意識する項目 今日の評価

自分と向き合う力 Excellent

自分を高める力 Good

他者とつながる力
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して取り組んできた回数をまとめのワークシートに集

計させるとともに、５段階で評価をし、評価が高い項

目と低い項目についてそれぞれ、なぜそのような評価

となったのかを具体的に記入させた。また、３つの力

のバランスが一目で分かるよう、レーダーチャートも

活用し、年間で定期的にまとめの自己評価をすること

で、レーダーチャートで示される９角形を徐々に大き

くしていこうという目標についても生徒と共有した。 

 そうした振り返りを重ねる中で、受験直前に実施し

た５段階の自己評価値と進学先（今回は高校に絞る）

との関連を調べたところ興味深い結果が出た。進学す

る高校の目標偏差値を基準に示すことも可能であるが、

中学校での教育において偏差値を基準に高校をランク

付けすることはふさわしくないと考えるため、ここで

は便宜上、勉強が得意、まあ得意、あまり得意ではな

い、不得意の４段階に分けて結果を示すこととする。 

              勉強が得意な層は自分 

              と向き合う力や自分を 

              高める力で高い数値を 

              示し、得意であればあ 

              るほど、おおむね比例 

              して数値が上がるとい 

              う結果が出た。しかし、 

              楽観性、協調性、共感 

              性、社交性の４項目で 

              は、わずかながらも勉 

              強がまあ得意な層の数 

              値が上回った。これは 

              受験間際に評価をした 

              ため、自分自身の勉強 

              のみに集中をして、他 

              者と関わる機会が少な 

              くなった人が勉強の得 

              意な層に多く生まれて、 

              勉強がまあ得意な層は 

              分からない問題を他者 

              と関わる中で補おうと 

              する人が多くいたため 

              ではと考える。他者と 

              つながるよりも自分と 

              向き合い、自分を高め 

ることが「合格」という目標につながると考えた人が 

勉強の得意な生徒には多く、他者と協力しながら勉強 

をした方が目標に近づくと考えた人がまあ得意な層に

多かったとも言えるかもしれない。いずれにしても、 

非認知能力が高いほど勉強にも自信をもっている生徒

が多く、進学先にも関連していることがわかり、非認

知能力を伸ばすことが学力向上につながっていくであ

ろうことを確認できたのは１つの大きな成果であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．昨年度の取組を生かした新たなスタイルの実践 

 昨年度、３年生を対象に取り組んだ「非認知能力」

育成のための実践、その反省や成果を生かして、本年

度は１年生を対象に新たなスタイルの実践に取り組ん

でいる。ここではその一連の流れについて紹介したい。 

Ⅰ．毎回の授業の振り返り（学習の記録の記入） 

 

 

 

 

 

 

 毎授業の終わりに生徒は非認知能力の視点から振り

返りを行っている。意識して行動できたかできなかっ

たかを毎回振り返らせることで、何を意識しながら授

業に臨まなければいけないのかを浸透させることがね

らいである。振り返りの質問については、１年生でも

理解ができるように言葉を選んだ。また、授業中にお

ける生徒の発言や行動を積極的にキャッチして、「今の

発言や行動はこの力のこの項目につながっている。」と

いうことを意識的に伝えるようにすることも心がけた。 

 

 

 

 

 

 

 

1 年 組 番❖学習の記録 Name No.

Date Date in English Day in English 　★Today's Self Assesment　※今日の自分を評価をしよう。 Answer

課題に対してあきらめずに粘り強く取り組めましたか？ Yes  /   No

★Today's Target　 ※黒板を見て、今日の授業のねらいを書き写そう。 自分の理解度に合わせて、計画的に取り組めましたか？ Yes  /   No

自
分
を
高
め
る
力

嫌い、苦手なことにも失敗を恐れず挑戦できましたか？ Yes  /   No

自分に自信をもって参加し、集団に貢献できましたか？

／
自
分
と
向
き
合
う
力

やるべきことに集中して取り組めましたか？ Yes  /   No

Yes  /   No

プラス思考で楽しみながら学ぶことができましたか？ Yes  /   No

★Today's Review　 ※今日の振り返りを書こう。感想や学んだことなど。 検印
他
者
と
つ
な
が
る
力

全員が学びやすい環境ををつくることができましたか？ Yes  /   No

困っている人に声をかけて、助けることができましたか？ Yes  /   No

自ら声をかけてｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとることができましたか？ Yes  /   No

① →

③ →
④ →

⑥ →
⑦ →

⑨ →
→ 共感性

他者とつながる力
 ・常に周りのことを考えて、行動したり発言したりできる
 ・困っている人に気づき、声をかけて助けることができる
 ・他者との意思疎通を大切にして、つながることができる

意識して身に付けたい３つの力

 ・喜怒哀楽の感情の波を上手にコントロールできる
 ・辛いことがあっても我慢し、やり抜くことができる
 ・できる、できないを理解して、計画を立てることができる

自分と向き合う力
→

→

→

自分を高める力
 ・嫌いなことや苦手なことにも挑戦することができる
 ・自分の力を信じて、集団のために貢献することができる
 ・楽しみながら学び、自分の成長につなげることができる

９つの項目

協調性

俯瞰力

楽観性プラス思考で楽しみながら学ぶことができましたか？

困っている人に声をかけて、助けることができましたか？

② 課題に対してあきらめずに粘り強く取り組めましたか？ → 忍耐力

⑤ 自分に自信をもって参加し、集団に貢献できましたか？ 自尊心→

向上心

⑧

やるべきことに集中して取り組めましたか？

自分の理解度に合わせて、計画的に取り組めましたか？

嫌い、苦手なことにも失敗を恐れず挑戦できましたか？

社交性

全員が学びやすい環境をつくることができましたか？

自ら声をかけてｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとることができましたか？

　★毎日の振り返りがどんな力につながっているのかを知ろう

自制心

得意 まあ得意
あまり得意
ではない

不得意

３つの力 ９つの項目 23人 20人 22人 28人

自制心 4.09 3.85 3.45 3.04
忍耐力 3.96 3.65 3.41 2.96
俯瞰力 3.39 3.35 3.05 2.41
向上心 4.22 3.80 3.68 3.00
自尊心 3.35 3.20 2.73 2.89
楽観性 3.26 3.40 3.36 2.93
協調性 3.22 3.50 3.05 2.78
共感性 3.35 3.45 3.00 2.78
社交性 3.39 3.65 3.09 3.00

自分と
向き合う力

自分を
高める力

他者と
つながる力

2 



例えば、I like an apple.と I like apples.は何が違

うのかという質問をした生徒に対して、その質問が集

団に貢献するものであることを伝え、その生徒の自尊

心を高めるとともに、その質問に対する答えをグルー

プで調べさせ、発表し合うことで学級全員の「他者と

つながる力」の育成につなげるといった具合である。 

Ⅱ．定期的な自己評価と自己分析（２ヵ月に１度） 

                   中学１年生 

                  の英語の授業 

                  は週に４回の 

                  設定で行われ 

                  るため、毎回 

                  学習の記録を 

                  つけていくと、 

                  ２ヵ月で３０ 

                  回程度の振り 

                  返りをするこ 

                  とになる。お 

                  およそそのタ 

                  イミングで一 

                  度、まとめを 

                  実施し、５段 

階の自己評価に加えて、評価が高い項目と評価が低い

項目に対して自己分析をさせることとした。実際の生

徒の振り返りを紹介すると、他者とつながる力の評価

が高く、自分と向き合う力の評価が低いある生徒は、

それぞれに対して「音読をしてサインをもらうときに、

普段あまり話さない人を誘って交流できていると思っ

たから。またその人に積極的に交流ができたと思うか

ら。」「難しい問題はやる気が出ないから、周りの人に

教えてもらったり答えを見てしまったりするから。で

きていなくてもいいから、次はあきらめずに少しずつ

解くようにがんばる。」といった自己分析をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ自己評価が高く、なぜ自己評価が低いのかという

理由を生徒自身の言葉で的確に表現しており、評価が

低い項目に対しても「次はがんばる」という前向きな

記述があることは１つの成果であると言えるだろう。 

Ⅲ．個々の評価・分析を基にした学級の振り返り 

                   学級全体の 

                  学ぶ力向上に 

                  つなげていく 

                  ためには、個 

                  々の分析を基 

                  に学級全体の 

                  現状を客観的 

                  に知ることが 

                  不可欠である。 

                  そこで、９つ 

                  の項目に対す 

                  る個々の５段 

                  階評価の平均 

                  値を算出して、 

                  １位から９位 

までのランキング形式にまとめて生徒に配布すること

にした。また、それぞれの項目に対する生徒の記述を

抜粋して掲載することで、今後の振り返りの質を高め

ていくこともねらった。さらに、学級の平均値が示す

レーダーチャートを載せることで、昨年度の実践と同

様、年間を通して９角形を大きくしていくという視覚

的にも分かりやすい目標を共通理解することとした。 

（昨年度は個々の評価だけで、学級の平均値を示すこ

とはなかったが、本年度は学級全体の学ぶ力向上につ

なげることを目標としているため、学級全体の現状を

示して生徒全員に配布することを新たに取り入れた。） 

本年度担当の３学級でも、ランキングや９角形の大き

さが違い、結果が各学級の特色をよく表しているよう

に感じる。各学級の強みや弱みを知ったうえで授業を

展開し、よい結果につながるように努めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均値 順位 平均値 順位 平均値 順位

自制心 3.45 1 3.96 3 3.68 4

忍耐力 3.42 2 3.64 5 3.52 6

俯瞰力 3.26 6 3.54 6 3.26 8

向上心 3.29 4 3.25 8 3.68 4

自尊心 2.39 9 3.04 9 3.00 9

楽観性 3.42 2 4.07 1 3.81 2

協調性 3.29 4 3.82 4 3.74 3

共感性 2.84 8 3.50 7 3.42 7

社交性 3.19 7 4.00 2 3.84 1

1年1組 1年４組 1年６組

【学級全体の振り返り①】2023 年 5月 24 日 
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Ⅳ．学級の現状を基にした各学級での話し合い 

                 学級全体の現状 

                を把握し、それで 

                終わりでは意味が 

                ない。大切なこと 

                は、その現状をど 

                う次につなげてい 

                くのかをきちんと 

                話し合い、共有し、 

                行動することであ 

                る。これを繰り返 

                し行うことで、少 

                しずつでも成長す 

                ることができ、各 

学級の９角形が大きくなることで視覚的にも成果が見

えやすくなる。そのことは学級全体の自信につながる

だけでなく、生徒個々がそれぞれに非認知能力を高め

られたという自己肯定感にもつながっていくだろう。 

Ⅴ．学期末の自己評価・自己分析・成長の振り返り 

 学期末には前回の自己評価を基にテスト期間中の取

り組み方や実際の点数も参考とし、今回はどのような

評価をつけるのか、どれくらい成長できたのかを振り

返らせた。前回と比べて「高くなった」「変わらなかっ

た」「低くなった」項目について、なぜその結果になっ

たのかを具体的に書かせることで生徒は自身の成長や

課題を実感できた様子であった。仲間と次に向けての

決意を語り合う様子も見られ、学級全体で力を伸ばし

ていこうという雰囲気が作られた貴重な時間となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、記述例のように振り返りの質が上がっており、 

非認知能力の視点から見た成果や課題を生徒自身がき 

ちんと把握できるようになってきたことで、学級全体 

の評価平均も５月と７月の比較で顕著に上昇している 

ことが下の表から読み取れる。特に「自尊心」や「自 

制心」の項目で上昇の割合が高く、自信をもって授業 

に参加し、やるべきことに集中して取り組める生徒が 

増えてきたことは大きな成果であった。今後も推移を 

見守るとともに、さらなる成長につなげていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．終わりに（現時点での成果と今後の展望） 

昨年度は個々の非認知能力向上を主として行い、本

年度はそれを学級全体に広げようと努めている。１学

期終了時点でも成果は出ており、各個人、各学級の非

認知能力は徐々に高まっている。今後は私が担当する

学級、また、担当教科である英語以外の授業において

も、毎回の振り返りや定期的な自己評価（分析）から

学級全体の非認知能力向上につなげる取り組みが進ん

でいくよう、教員の輪を広げていきたい。また、最終

的には学校全体として非認知能力の向上に取り組み、

学校教育目標の「心豊かでたくましい生徒」を育成し、

社会で活躍できる人材を輩出できるように尽力したい。 
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【学級全体の振り返り②】2023 年 7月 13 日（5月との比較） 

参考：生徒記述例① 

参考：生徒記述例② 
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５月平均 ７月平均 増減 ５月評価 ７月評価 増減 ５月評価 ７月評価 増減

自制心 3.45 4.08 +0.63 3.96 4.43 +0.47 3.68 4.23 +0.55

忍耐力 3.42 3.96 +0.54 3.64 4.10 +0.46 3.52 4.00 +0.48

俯瞰力 3.26 3.56 +0.30 3.54 3.90 +0.36 3.26 3.42 +0.16

向上心 3.29 3.60 +0.31 3.25 3.97 +0.72 3.68 3.90 +0.22

自尊心 2.39 3.20 +0.81 3.04 3.80 +0.76 3.00 3.71 +0.71

楽観性 3.42 3.84 +0.42 4.07 4.23 +0.16 3.81 3.97 +0.16

協調性 3.29 3.88 +0.59 3.82 3.73 -0.09 3.74 4.06 +0.32

共感性 2.84 3.24 +0.40 3.50 3.77 +0.27 3.42 3.77 +0.35

社交性 3.19 3.60 +0.41 4.00 4.33 +0.33 3.84 4.19 +0.35

1年６組1年1組 1年４組


